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グ
ス
タ
フ
・

フ
ラ
イ
タ
ー
ク

『
戯
曲
の
技
巧
』

プ
D

ッ
ト

「
筋
」
に
関
す
る
理
論
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
初
め
・
中
・
終

わ
り
」
、
世
阿
弥
の
「
序
破
急
」
な
ど
古
今
東
西
関
わ
ら
ず
語
ら
れ

て
い
る
。
グ
ス
タ
フ
・
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
の
提
唱
し
た
「
五
部
三
点
説
」

も
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
理
論
で
あ
ろ
う
。

フ
ラ
イ
タ
ー
ク
は
一
八
一
六
年
シ
レ
ジ
ア
の
ク
ロ
イ
ツ
ブ
ル
グ

に
生
ま
れ
た
劇
作
家
・
小
説
家
・
新
聞
記
者
・
歴
史
研
究
家
で
あ

る
。
一
八
二
九
年
十
三
歳
で
エ
ー
ル
ズ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
入
学
す

る
。
一
八
三
五
年
プ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
に
入
学
、
ホ
フ
マ
ン
の
下
で
ド

イ
ツ
哲
学
を
学
ぶ
。
一
八
三
八
年
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
て
、
哲
学
の

博
士
号
を
取
得
。
一
八
＿
―
-
九
年
ブ
レ
ス
ラ
ウ
大
学
で
ド
イ
ツ
語
と
ド

イ
ツ
文
学
の
教
鞭
を
と
る
。
一
八
四
八
年
か
ら
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
週

刊
誌
「
グ
レ
ン
ツ
ボ
ー
デ
ン
』
の
編
集
を
二
十
三
年
間
つ
と
め
た
。

一
八
六
七
年
に
は
北
ド
イ
ツ
議
会
の
議
員
に
な
り
、
一
八
七
0
年
か

ら
一
八
七
九
年
ま
で
フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
イ
セ
ン
戦
争
に
お
い
て
役
人

を
つ
と
め
る
。
一
八
九
五
年
ウ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
で
亡
く
な
る
。

作
品
は
、
戯
曲
・
小
説
・
短
編
詩
集
と
幅
広
く
手
が
け
る
。
喜
劇

「
嫁
さ
が
し
の
旅
」
(
-
八
四
四
）
、
悲
劇
「
博
学
者
』
(
-
八
四
六
）
な

ど
を
発
表
。
戯
曲
『
新
聞
記
者
」
(
-
八
五
三
）
は
レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
ミ

ン
ナ
・
フ
ォ
ン
・
バ
ル
ン
ヘ
ル
ム
』
、
ク
ラ
イ
ス
ト
の
『
こ
わ
れ
甕
』

と
共
に
ド
イ
ツ
喜
劇
の
代
表
作
と
称
さ
れ
る
。
小
説
『
貸
方
と
借
方
」

（
一
八
五
八
）
、
『
失
わ
れ
た
手
紙
』
(
-
八
六
四
）
、
短
編
詩
集
『
ブ
レ
ス

ラ
ウ
に
て
」
(
-
八
四
五
）
、
『
彼
は
今
』
(
-
八
四
七
）
他
、
一
八
五
九

年
か
ら
一
八
六
七
年
に
手
が
け
た
「
ド
イ
ツ
の
過
去
の
面
影
』
と
い

(
1
)
 

う
歴
史
研
究
の
大
著
が
あ
る
。

「
戯
曲
の
技
巧

D
i
e
T
e
c
h
n
i
k
 D
e
s
 D
r
a
m
a
s』
は
一
八
六
三
年

に
発
表
さ
れ
た
。
も
と
も
と
こ
の
本
は
彼
の
友
人
で
あ
る
ウ
ォ
ル
フ
・

フ
ォ
ン
・
バ
ウ
デ
ィ
ッ
シ
ン
伯
爵
に
捧
げ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ

イ
タ
ー
ク
は
、
制
作
に
没
頭
し
て
意
図
に
と
ら
わ
れ
る
創
作
者
を
限

ら
れ
た
時
間
で
批
判
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
考
え
、
「
戯
曲
の
技
巧
j

の
中
の
規
則
を
実
際
に
利
用
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
彼
が
提
示
す
る

規
則
は
決
し
て
秘
密
で
、
新
し
く
発
見
し
た
も
の
で
は
な
く
、
舞
台

を
経
験
し
た
も
の
の
多
く
が
用
い
て
い
た
。
ま
た
規
則
を
完
全
に
達

＾ 八
六
三
）

須

川

渡

解
説
・
抄
訳
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成
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
「
創
作
家
は
特
別
な

方
法
、
特
有
な
手
段
を
持
つ
」
と
い
う
こ
と
は
彼
も
承
知
で
あ
り
、

提
示
し
た
技
巧
は
若
い
創
作
者
に
対
し
て
、
自
分
自
身
を
推
し
進
め

る
こ
と
の
で
き
る
道
を
指
示
す
る
も
の
だ
っ
た
。

劇
作
の
規
則
は
劇
作
家
そ
れ
ぞ
れ
が
特
有
の
工
夫
を
し
て
作
れ

ば
よ
い
と
い
う
意
見
に
、
彼
は
シ
ラ
ー
没
後
六
十
年
間
、
偉
大
な
戯

曲
が
ほ
と
ん
ど
現
れ
て
い
な
い
こ
と
で
反
論
す
る
。
毎
年
上
演
に
も

か
け
ら
れ
ず
、
原
稿
の
ま
ま
消
え
去
っ
て
い
く
戯
曲
か
ら
、
フ
ラ
イ

タ
ー
ク
は
、
そ
の
作
品
群
が
無
形
式
・
無
規
律
で
あ
り
、
戯
曲
特
有

の
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
と
い
う
。
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
、
特
に
ソ
フ
ォ

ク
レ
ス
の
作
品
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
が
、
技
巧
上
多
く
の
法

則
を
確
定
し
た
と
述
べ
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
加
え
、
当
時
ド
イ
ツ
に

お
い
て
一
般
に
知
ら
れ
た
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
の
作
品

を
用
い
て
、
見
出
し
た
技
巧
を
紹
介
す
る
。

本
書
は
「
劇
的
な
行
動
」
「
戯
曲
の
構
造
」
「
場
面
の
構
成
」
「
性
格
」

「
韻
文
と
色
づ
け
」
「
詩
人
と
作
品
」
の
全
六
章
か
ら
な
る
。
特
に
有

名
な
の
が
「
戯
曲
の
構
造
」
で
触
れ
ら
れ
た
「
五
部
三
点
説
」
を
中

心
と
し
た
戯
曲
構
造
論
だ
ろ
う
。
ビ
ラ
ミ
ッ
ド
で
表
さ
れ
る
そ
の
有

名
な
構
造
は
、
導
入
も
し
く
は
開
示
の
部
分
で
初
め
の
葛
藤
が
示
さ

れ
、
主
人
公
も
し
く
は
敵
対
者
に
よ
る
刺
激
的
動
機
に
よ
っ
て
葛
藤

が
強
ま
り
、
上
昇
行
動
を
へ
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
ヘ
上
る
。
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
、
ビ
ラ
ミ
ッ
ド
の
最
高
点
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
、
悲
劇

五
部
三
点
説
の
受
容
と
現
代
に
お
け
る
意
味

的
動
機
が
主
人
公
の
下
降
も
し
く
は
転
回
行
動
を
決
定
づ
け
、
最
後

の
緊
張
点
を
経
て
、
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
で
終
わ
る
。
こ
れ
を
線
に
あ

ら
わ
す
と
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
の
構
造
を
持
つ
。

五
部
三
点
説
は
演
劇
の
理
論
家
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
八
九
四
年
に
は
イ
リ
ヤ
ス
・

J
・
マ
ッ
キ
ー

ウ
ォ
ン

Elias
J. 
M
a
c
E
w
a
n
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
、
各
国
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
良
く
も
悪
く
も
単
純
明
快
な
構
造
に
懐
疑
的
な
理
論
家
は

少
な
く
な
い
。
同
時
代
の
哲
学
者
・
心
理
学
者
で
あ
る
デ
ィ
ル
タ
イ

は
、
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
の
提
示
す
る
劇
構
造
が
芸
術
様
式
に
み
ら
れ
る

特
有
の
型
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
こ
の
種
の
機
械
的
で
科

学
的
な
手
順
は
芸
術
の
本
質
を
無
視
し
、
未
来
の
芸
術
家
た
ち
に
集

成
さ
れ
た
ル
ー
ル
を
促
し
て
誤
っ
た
教
え
を
し
か
ね
な
い
と
批
判
し

(2) 

て
い
る
。
マ
ッ
キ
ー
ウ
ォ
ン
が
英
訳
す
る
二
年
前
の
一
八
九
二
年
、
プ
ラ
イ

ズ
は
同
題
名
で
あ
る
「
戯
曲
の
技
巧
j

の
中
で
、
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
の

理
論
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
型
に
固
執
し
す
ぎ
て
狭
す
ぎ
る
と
指
摘

す
る
。
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
が
着
目
し
た
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
あ
る
べ
き

場
所
や
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
複
雑
さ
は
人
の
精
神
を
高
揚
さ
せ
ず
、
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(
3
)
 

現
在
求
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
扱
っ
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。

法
則
を
見
出
し
た
作
品
群
の
選
択
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
後
代
の

理
論
家
も
指
摘
し
て
い
る
。
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
『
変
化
す
る
演
劇
」

（
一
九
一
九
）
に
お
い
て
、
イ
プ
セ
ン
の
登
場
す
る
前
に
『
戯
曲
の
技
巧
」

が
書
か
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
近
代
劇
の
技
術
上
の
権
威
で

あ
る
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
だ
が
、
イ
プ
セ
ン
の
社
会
劇
の
成
功
に
よ
っ

て
、
彼
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
閉
ざ
さ
れ
た
と
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
述
べ
る
。

マ
ク
ゴ
ワ
ン
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
「
戯
曲
は
た
っ
た
一
人
の
英
雄

的
な
主
人
公
を
も
ち
、
全
て
の
登
場
人
物
は
彼
ら
の
周
り
に
配
置
さ

れ
る
」
と
い
う
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
の
規
則
は
、
少
な
く
と
も
そ
れ
か
ら

二
十
年
後
の
写
実
的
な
演
劇
が
誕
生
す
る
ま
で
で
あ
り
、
イ
プ
セ
ン

や
チ
ェ
ー
ホ
フ
、
ワ
イ
ル
ダ
ー
な
ど
の
劇
作
品
を
列
挙
し
て
、
定
説

(
5
)
 

化
さ
れ
た
理
論
だ
け
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
と
疑
問
視
す
る
。

フ
ィ
ス
タ
ー
は
、
『
戯
曲
の
理
論
と
分
析
」
(
-
九
七
七
）
の
中
で
、

自
ら
テ
キ
ス
ト
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
理
論
と
テ
キ
ス
ト
の
矛
盾
を

隠
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
フ
ィ
ス
タ
ー
は
ウ
ォ
ル
カ
ー
・
ク
ロ
ッ

ツ
の
理
論
と
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
の
理
論
を
比
較
し
、
前
者
の
方
が
特
殊

な
構
造
の
技
術
を
絶
対
的
な
規
範
に
ま
で
高
め
て
い
な
い
点
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
を
紹
介
す
る
事
で
歴
史
的
に
広
が
り
を
持
っ
て
テ
キ
ス

(6) 

ト
に
言
及
で
き
る
点
で
、
優
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

し
か
し
。
ヒ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
が
現
在
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
あ
る
種
の
普
遍
性
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
日

本
で
は
菅
原
太
郎
が
「
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
戯
曲
論
』
(
-
九
三
八
）
、
末

吉
寛
が
『
劇
作
法
』
(
-
九
三
九
）
、
島
村
民
蔵
が
『
戯
曲
の
技
巧
』

（
一
九
四
九
）
と
い
う
題
で
翻
訳
し
て
お
り
、
島
村
は
五
部
三
点
説
を
、

時
間
芸
術
と
し
て
の
演
劇
お
よ
び
戯
曲
に
と
っ
て
不
可
欠
の
成
立
条

件
で
あ
る
「
リ
ズ
ム
の
不
滅
の
原
則
」
を
帰
納
的
に
理
論
化
し
た
と

評
価
し
て
い
る
。
ま
た
学
説
を
応
用
す
る
こ
と
で
イ
プ
セ
ン
や
ハ
ウ

プ
ト
マ
ン
等
の
近
代
戯
曲
、
そ
し
て
日
本
の
謡
曲
や
人
形
浄
瑠
瑞
脚

(
7
)
 

本
に
対
し
て
も
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
。
新
関
良
蔵

は
菅
原
訳
の
「
序
文
」
で
、
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
の
戯
曲
論
が
「
整
然
た

る
体
系
」
を
備
え
て
お
り
「
考
察
が
単
な
る
戯
曲
か
ら
次
第
に
一
層

広
範
な
る
演
劇
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
」
点
か
ら
演
劇
学
最
初
の
古
典

的
な
著
述
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
両
者
と
も
、
あ
る
特
定
の
ジ
ャ
ン

ル
の
戯
曲
を
分
析
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
の
理

論
は
敷
術
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
批
判
す
る
理
論
家
が
五
部
三
点

説
を
演
繹
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
帰

納
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
見
解
が
生
ま
れ
る
の
は
、
一
っ
に
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ホ
ー
ン
が
「
い
か
な
る
瞬
間
に
も
そ
の
後
ろ
に
無
限
の
過
去
が
あ
り
、

そ
の
前
に
無
限
の
未
来
が
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
二
つ
の
無(9)
 

限
の
線
は
一
点
に
相
会
す
」
と
。
ヒ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
を
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
演
劇
の
み
な
ら
ず
物
語
全
般
に
適
応
さ
れ
る
法
則
が
含
ま

れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
狭
義
で
フ
ラ
イ
タ
ー
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ア
ク
シ
ョ
ン
の
半
分
ず
つ
は
一
点
で
固
く
結
ば
れ
る
。
そ
れ
が
線

に
よ
る
配
置
で
表
さ
れ
る
な
ら
、
戯
曲
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
を
持
つ
。

ア
ク
シ
ョ
ン
は
導
入
か
ら
刺
激
的
動
機
の
登
場
と
と
も
に
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
ま
で
上
昇
し
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
か
ら
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ

へ
下
降
す
る
。
こ
れ
ら
三
部
分
の
間
に
上
昇
行
動
と
下
降
行
動
が
あ

る
。
こ
れ
ら
五
つ
の
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
が
単
体
の
シ
ー
ン
、
も
し
く

は
関
連
し
た
場
面
の
連
続
で
構
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
は
た
い
て
い
―
つ
の
主
要
な
場
面
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

戯
曲
の
五
つ
の
部
分
、
す
な
わ
ち
、

(
a
)
導
入

(
b
)
上
昇
行

動
(

C

)

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

(
d
)
下
降
ま
た
は
転
向
行
動

(
e
)

二
節

五
つ
の
部
分
と
三
つ
の
局
面

グ
ス
タ
フ
・
フ
ラ
イ
タ
ー
ク

『
戯
曲
の
技
巧
』

(ll) 

（
一
八
六
三
）
抄
訳

ク
の
理
論
を
捉
え
れ
ば
前
述
し
た
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
多

く
の
劇
作
法
で
は
い
ま
だ
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
フ
ラ
イ
タ
ー

ク
以
降
生
ま
れ
た
作
品
が
ど
の
よ
う
に
彼
の
理
論
に
当
て
は
ま
る
か

(10) 

を
考
察
す
る
こ
と
は
、
価
値
の
あ
る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
[
図

1
]
は
そ
れ
ぞ
れ
特

有
の
目
的
や
構
造
を

も
っ
。
こ
の
間
に
は

三
つ
の
重
要
な
舞
台

効
果
が
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
五
つ
の
部

分
は
分
離
も
結
合
も

す
る
。三
つ
の
劇
的
な
瞬

間
あ
る
い
は
危
機
と

は
、
一
っ
目
に
導
入
と
上
昇
行
動
の
間
に
位
置
す
る
活
発
な
ア
ク

シ
ョ
ン
の
初
め
を
示
す
も
の
、
二
つ
目
に
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
下
降

行
動
の
間
に
位
置
し
反
対
行
動
の
始
ま
り
を
示
す
も
の
、
三
つ
目
に

転
向
行
動
と
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
の
間
に
位
置
し
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
の

前
に
も
う
一
度
上
昇
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

三
つ
の
点
は
、
刺
激
的
動
機
・
悲
劇
的
動
機
•
最
後
の
緊
張
点
と

呼
ば
れ
る
。
最
初
の
作
用
は
全
て
の
劇
に
重
要
で
あ
る
。
二
番
目
と

三
番
目
の
作
用
は
、
効
果
は
あ
る
が
不
可
欠
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

次
章
で
は
、
戯
曲
の
八
つ
の
構
成
要
素
が
順
序
に
そ
っ
て
記
述
さ
れ

る。

c
 

,..9 • e 
［図1]フライターク・ピラミッド
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導
入
ー
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
ア
ク
シ
ョ
ン
の
前
提
と
さ
れ
た
こ
と
を

伝
え
る
の
は
古
代
の
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た
。
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
や
ま
た

ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
に
と
っ
て
プ
ロ
ロ
ー
グ
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
劇

の
生
命
と
関
係
性
を
持
つ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
本
質
的
な
部
分
で
あ
り
、

そ
れ
は
我
々
で
言
え
ば
序
盤
の
シ
ー
ン
と
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。
古

い
舞
台
の
や
り
方
で
言
う
と
、
。
フ
ロ
ロ
ー
グ
は
コ
ロ
ス
の
入
場
歌
の

前
に
あ
る
部
分
で
構
成
さ
れ
る
。

ェ
ウ
リ
ビ
デ
ス
に
お
い
て
は
、
導
入
は
無
頓
着
で
よ
り
古
い
慣
習

に
回
帰
し
た
。
そ
れ
は
伝
使
に
よ
る
叙
事
詩
的
な
報
告
で
あ
り
、
仮

面
を
つ
け
た
人
物
が
観
衆
に
伝
え
る
の
だ
が
、
『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
」

の
ア
フ
ロ
デ
ィ
ー
テ
や
「
ヘ
カ
ベ
」
の
殺
害
さ
れ
た
ポ
リ
ュ
ド
ロ

ス
の
幽
霊
の
よ
う
に
、
決
し
て
劇
そ
の
も
の
に
は
一
度
も
登
場
し
な

か
っ
た
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
は
も
っ
ば
ら
ア
ク

シ
ョ
ン
か
ら
分
離
さ
れ
て
い
た
。
詩
人
の
挨
拶
で
あ
り
、
礼
節
や
弁

解
、
静
聴
を
請
う
嘆
願
を
含
ん
で
い
る
。
静
聴
や
注
意
を
請
う
こ
と

は
も
は
や
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
ド
イ
ツ
の
舞
台
は
意

図
的
に
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
見
切
り
を
つ
け
た
。
し
か
し
た
っ
た
一
回
の

上
演
を
際
立
た
せ
る
祝
い
の
挨
拶
や
、
詩
人
の
た
ま
た
ま
の
気
ま
ぐ

れ
は
許
さ
れ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
、
我
々
と
同
様
に
、
導
入
を

導
入

再
び
正
し
い
位
置
に
戻
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
劇
的
な
動
き
で
満
た

さ
れ
、
劇
構
造
の
有
機
的
な
部
分
に
な
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
個
々

に
み
る
と
、
新
し
い
舞
台
は
導
入
を
あ
る
状
況
の
場
面
へ
と
拡
張
し
、

先
行
し
て
劇
の
特
別
な
前
置
き
と
し
て
設
定
す
る
も
う
―
つ
の
誘
惑

に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
有
名
な
例
と
し
て
「
オ
ル
レ
ア
ン
の
少
女
』

『
ハ
イ
ル
ブ
ロ
ン
の
ケ
ー
ト
ヒ
ェ
ン
」
『
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
陣

営
」
、
全
て
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
中
で
も
最
も
美
し
い
も
の
に
『
フ
ァ

ウ
ス
ト
」
が
あ
る
。

こ
う
し
た
導
入
場
面
の
分
離
が
危
険
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
認

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
導
入
場
面
を
―
つ
の
別
個
し
た
場
面
と
し
て

あ
っ
か
う
詩
人
は
無
理
や
り
場
面
を
拡
張
し
、
内
的
な
意
味
と
調
和

し
な
い
要
素
に
わ
け
る
。
強
い
切
り
口
で
隔
て
ら
れ
る
も
の
は
何
で

も
、
偉
大
な
劇
の
単
位
に
関
す
る
法
則
に
従
う
。
つ
ま
り
、
導
入
、

上
昇
行
動
、
そ
れ
に
つ
り
あ
う
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
そ
し
て
結
論
を

も
う
一
度
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
う
い
っ
た
戯
曲
の

前
提
、
劇
の
原
動
力
と
な
る
入
り
口
以
前
の
出
来
事
は
、
い
く
つ
か

の
部
分
か
ら
な
る
強
い
動
き
に
は
好
ま
し
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
詩
人

は
広
く
巧
妙
に
仕
立
て
ら
れ
た
状
況
に
つ
り
合
う
よ
う
に
美
し
く
人

物
を
表
現
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
豊
か
に
、
ま
た
十
分
に
こ
れ
ら
の
状
況

を
与
え
る
義
務
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
分
離
し
た
全
て
の
構
造
は
、

独
自
の
興
味
を
呼
び
覚
ま
し
、
満
足
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

だ
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
十
分
な
時
間
を
使
わ
な
い
限
り
出
来
な
い
の
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で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
に
は
二
つ
の
困
難
が
あ
る
。
―
つ
目
に
、
主
要
な
ア

ク
シ
ョ
ン
の
時
間
は
、
あ
ま
り
十
分
に
舞
台
で
充
て
ら
れ
ず
短
く
な

る
だ
ろ
う
。
二
つ
目
に
、
序
幕
は
広
範
囲
な
取
扱
い
と
内
に
秘
め
た

主
題
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
戯
曲
そ
の
も
の
と
は
異
な
っ
た
色
彩
を

含
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
主
要
な
部
分
を
観
客
に
準
備
さ

せ
ず
、
気
を
そ
ら
せ
て
満
足
さ
せ
て
し
ま
う
の
だ
。

そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
い
つ
も
、
上
演
用
戯
曲
に
序
幕
の
構
成
を
さ

せ
る
際
の
詩
人
の
便
宜
と
要
素
の
不
完
全
な
配
置
に
あ
る
。
わ
ず
か

な
短
い
書
き
ぶ
り
で
再
現
で
き
る
事
以
上
に
広
大
な
前
提
部
を
持
つ

こ
と
は
い
か
な
る
題
材
で
も
許
さ
れ
な
い
。

ア
ク
シ
ョ
ン
の
場
所
や
時
代
、
主
人
公
の
国
民
性
や
生
活
に
関
す

る
説
明
は
戯
曲
の
導
入
の
つ
と
め
で
あ
る
の
で
、
簡
潔
に
周
囲
の
状

況
を
描
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
詩
人
は
こ
こ
で
短
い
序
曲

と
し
て
、
戯
曲
特
有
の
雰
囲
気
、
さ
ら
に
ア
ク
シ
ョ
ン
の
進
行
に
と

も
な
う
重
要
な
激
し
さ
や
静
か
さ
を
指
し
示
す
機
会
を
え
る
。

『
ト
ル
ク
ワ
ト
ー
・
タ
ッ
ソ
ー
』
に
お
け
る
穏
や
か
な
動
き
、
や

わ
ら
か
な
光
は
豪
壮
な
庭
園
の
す
ば
ら
し
い
輝
き
、
豪
華
な
衣
装
を

着
た
女
性
の
物
静
か
な
会
話
、
花
輪
、
詩
人
像
の
飾
り
付
け
に
よ
っ

て
取
り
入
れ
ら
れ
る
。
『
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
』
に
お
い
て
は
、

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
こ
じ
開
け
、
ポ
ー
レ
ッ
ト
と
ケ
ネ
デ
ィ
が
口
論
す

る
場
面
、
こ
れ
は
状
況
を
示
す
よ
い
光
景
で
あ
る
。
『
賢
人
ナ
ー
タ

ン
』
に
お
け
る
帰
宅
し
た
ナ
ー
タ
ン
と
ダ
ー
ヤ
の
興
奮
し
た
会
話
は
、

ア
ク
シ
ョ
ン
の
重
々
し
い
進
行
と
心
の
中
で
動
揺
し
て
い
る
人
物
を

対
比
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
導
入
と
な
っ
て
い
る
。
「
ピ
ッ
コ
ロ
ミ
ニ
』

で
は
、
将
軍
と
ク
ヴ
ェ
ス
テ
ン
ベ
ル
ク
の
挨
拶
で
あ
る
、
こ
れ
は
特

に
、
徐
々
に
上
昇
行
動
へ
向
か
う
美
し
い
導
入
場
面
で
あ
る
。

し
か
し
優
れ
た
発
端
の
も
っ
と
も
偉
大
な
達
人
は
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
で
あ
ろ
う
。
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
で
は
、
白
昼
、
路
上
、

騒
々
し
い
喧
嘩
、
敵
同
士
が
鳴
ら
す
剣
の
音
。
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
で
は
、

夜
、
警
備
の
驚
く
べ
き
呼
び
声
、
穏
や
か
で
な
い
、
高
ま
る
警
戒
心
、

幽
霊
の
登
場
、
そ
れ
は
不
安
で
、
陰
気
で
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
興

奮
状
態
。
『
マ
ク
ベ
ス
」
で
は
、
嵐
、
雷
、
こ
の
世
の
も
の
で
は
な

い
魔
女
、
そ
し
て
、
憂
鬱
な
荒
野
。
ま
た
『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』
で

は
、
周
囲
の
環
境
を
描
く
こ
と
は
な
く
、
一
人
の
男
が
舞
台
に
上
が

る
。
昔
の
専
制
的
な
悪
漢
が
、
作
品
の
劇
的
な
生
命
を
全
て
支
配
し
、

自
ら
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
話
す
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
芸
術
的
な
戯
曲
は

そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
が
あ
る
。

規
則
と
し
て
断
言
で
き
る
の
は
、
開
始
後
、
始
め
の
和
音
を
し
つ

か
り
と
印
象
付
け
、
作
品
の
性
質
が
許
す
限
り
強
調
す
る
こ
と
は

好
都
合
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ゴ
」

で
は
ド
ラ
ム
の
音
で
は
な
い
し
、
ま
た
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
」
で
も
、

物
静
か
な
家
庭
生
活
で
の
子
供
の
口
げ
ん
か
で
始
め
ら
れ
て
は
い
な

い
。
つ
ま
り
作
品
に
適
応
し
た
活
気
の
あ
る
端
的
な
動
作
は
、
強
制
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す
る
こ
と
な
し
に
、
よ
り
静
か
な
説
明
へ
移
っ
て
ゆ
く
。

時
お
り
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
舞
台
は
比
較
的
自
由
で
あ
る
た
め
、

こ
の
劇
に
お
け
る
初
め
の
興
奮
し
た
和
音
は
場
面
の
文
脈
に
よ
っ
て

次
の
説
明
と
分
離
さ
れ
る
。
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
に
お
い
て
は
、
王
宮

の
場
面
が
そ
れ
に
続
く
。
「
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
」
で
は
、
護

民
官
と
平
民
に
よ
る
会
議
と
争
い
が
最
初
の
強
い
一
筆
を
形
づ
く

り
、
キ
ャ
シ
ア
ス
と
ブ
ル
ー
タ
ス
の
会
話
、
そ
し
て
シ
ー
ザ
ー
の
祝

祭
の
行
進
と
い
う
開
示
部
分
を
経
て
し
っ
か
り
と
結
合
さ
れ
る
。

ま
た
「
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
』
で
は
、
ポ
ー
レ
ッ
ト
と
口

論
し
た
後
、
メ
ア
リ
ー
と
ケ
ネ
デ
ィ
の
場
面
で
開
示
部
分
が
あ
る
。

『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
」
で
は
、
魅
力
的
で
非
常
に
メ
ロ
ド
ラ
マ
風

な
導
入
の
場
面
に
続
き
、
故
郷
の
人
々
の
会
話
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
発
端
で
聞
こ
え
る
音
が
必
ず
し
も
様
々
な
人
々
に

よ
る
騒
々
し
い
和
音
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
主
要
人
物
の
つ
か
の
間

の
深
い
感
情
は
と
て
も
上
手
く
初
め
の
さ
ざ
波
を
示
唆
す
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
ド
ラ
マ
の
嵐
と
い
わ
れ
る
も
の
よ
り
先
に
起
こ
る
。

だ
か
ら
、
『
エ
ミ
ー
リ
ア
・
ガ
ロ
ッ
テ
ィ
」
で
仕
事
机
に
向
か
っ

た
王
侯
が
落
ち
着
か
な
い
動
揺
を
み
せ
る
開
示
部
分
は
、
コ
ン
テ
ィ

と
の
会
話
を
経
て
、
よ
り
大
き
な
波
動
を
持
ち
、
マ
リ
ネ
ッ
リ
の
場

面
ま
で
続
く
。
マ
リ
ネ
ッ
リ
の
場
面
は
、
刺
激
的
動
機
、
つ
ま
り
近

い
将
来
エ
ミ
ー
リ
ア
が
結
婚
す
る
と
い
う
知
ら
せ
を
含
ん
で
い
る
。

同
様
に
、
そ
れ
ほ
ど
巧
み
で
な
い
の
だ
が
、
「
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ゴ
』

で
は
、
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ゴ
の
机
で
の
会
話
か
ら
メ
ア
リ
ー
の
部
屋
を
経

て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
、
つ
ま
り
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ゴ
の
許
ヘ
ボ
ー

マ
ル
シ
ェ
が
訪
問
す
る
場
面
へ
む
か
う
。
実
際
ア
ク
シ
ョ
ン
は
徐
々

に
上
昇
す
る
の
で
、
ゲ
ー
テ
の
『
タ
ウ
リ
ス
の
イ
フ
ィ
ゲ
ー
ニ
ア
」

の
よ
う
に
効
果
的
な
背
景
を
形
式
づ
け
る
始
ま
り
は
静
か
に
守
ら
れ

て
い
る
だ
ろ
う
。

も
し
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
や
早
期
の
ド
イ
ツ
劇
ー
『
ミ
ス
・
サ
ラ
・

サ
ン
プ
ソ
ン
」
や
『
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ゴ
』
ー
が
導
入
に
お
い
て
場
面
を

変
化
さ
せ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
う
し
た
例
は
我
々
の
舞
台
で
は

手
本
に
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
説
明
は
注
意
を
そ
ら
す
も
の
が
何
も
な

い
よ
う
に
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
導
入
部
の
役
目
は
ア

ク
シ
ョ
ン
を
準
備
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
最
高
に
達
成
さ
れ
る

の
は
、
導
入
の
短
い
前
置
き
の
和
音
が
う
ま
く
考
え
ら
れ
た
場
面
に

そ
っ
て
従
わ
れ
る
時
で
あ
る
。
そ
れ
は
刺
激
的
動
機
を
ふ
く
む
次
の

場
面
へ
つ
な
が
る
す
ば
や
い
転
換
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
『
ジ
ュ
リ

ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
」
「
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
』
「
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
」
が
こ
の
傾
向
の
よ
い
例
で
あ
る
。

ま
た
導
入
で
反
対
行
動
を
代
表
す
る
人
物
に
場
を
与
え
る
難
し

さ
は
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、
詩
人
は

場
面
の
配
置
に
お
い
て
は
、
完
全
に
題
材
を
支
配
で
き
る
こ
と
を
感

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般
的
に
想
像
力
の
困
難
は
、
不
可
能
と

思
う
と
き
に
起
こ
る
。
し
か
し
、
仮
に
反
対
勢
力
の
調
整
が
開
示
部
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刺
激
的
動
機
ー
刺
激
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
（
も
つ
れ
）
は
、

主
人
公
の
心
の
中
で
次
の
出
来
事
の
動
機
と
な
る
感
情
ま
た
は
欲
望

が
生
じ
る
場
所
、
も
し
く
は
反
対
行
動
が
レ
バ
ー
を
用
い
て
主
人
公

を
動
か
す
決
心
を
す
る
場
所
で
起
こ
る
。
こ
の
推
進
力
は
、
主
人

公
が
意
志
に
よ
っ
て
支
配
す
る
劇
前
半
で
は
っ
き
り
と
前
に
出
て
く

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
い
か
な
る
配
置
に
お
い
て
も
、
ア
ク
シ
ョ
ン

の
た
め
の
重
要
な
動
力
で
あ
り
続
け
る
。

「
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
」
に
お
い
て
は
近
い
将
来
シ
ー
ザ
ー

を
殺
害
す
る
と
い
う
思
念
で
あ
る
。
こ
れ
は
キ
ャ
シ
ア
ス
の
会
話
に

よ
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
ブ
ル
ー
タ
ス
の
魂
の
中
で
準
備
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
『
オ
セ
ロ
ー
』
に
お
い
て
は
、
開
示
部
分
で
あ
る
夜
の
場

面
の
あ
と
、
イ
ア
ー
ゴ
ー
と
ロ
ド
リ
ー
ゴ
の
第
二
の
相
談
に
よ
っ
て

劇
に
登
場
し
、
ム
ー
ア
と
デ
ズ
デ
モ
ー
ナ
を
引
き
離
す
こ
と
に
同
意

刺
激
的
動
機

分
で
で
き
な
く
と
も
、
最
初
の
混
乱
の
場
面
に
持
ち
出
す
時
間
は
常

に
十
分
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
同
じ
一
貫
し
た
形
式
に
押
し
込
め
な
い
場
合
、
詩
人

は
次
の
こ
と
に
固
執
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
導
入
に
み
ら
れ
る
一

定
の
構
造
、
す
な
わ
ち
明
確
に
定
義
さ
れ
た
思
想
、
洗
練
さ
れ
た
場

面
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
最
初
の
契
機
へ
の
簡
潔
な
移
行
で
あ
る
。

す
る
。対
照
的
に
『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』
で
は
、
開
示
部
分
に
並
ん
で
、

ま
さ
に
始
ま
り
の
場
面
で
主
人
公
の
魂
に
大
き
な
計
画
が
わ
き
あ
が

る
。
両
方
と
も
、
そ
の
状
況
は
場
面
の
性
格
を
決
定
さ
せ
る
。
つ
ま

り
『
オ
セ
ロ
ー
』
に
お
い
て
は
、
反
対
行
動
が
長
い
導
入
を
終
わ

り
に
導
き
、
「
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
」
で
は
、
悪
役
が
一
人
で
始
め
の

場
面
を
支
配
す
る
。
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
で
は
、
こ
の
原

因
と
な
る
動
機
が
ベ
ン
ヴ
ォ
ー
リ
オ
と
の
会
話
で
主
人
公
の
魂
に
な

り
、
仮
面
舞
踏
会
で
決
心
を
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
面
の
前
に
す
ぐ
、

平
行
な
場
面
と
し
て
、
パ
リ
ス
と
キ
ャ
ピ
レ
ッ
ト
の
会
話
が
あ
り
、

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
運
命
を
決
定
す
る
。
両
場
面
の
局
面
と
も
、
こ
う

い
っ
た
意
義
の
あ
る
並
置
で
あ
り
、
こ
の
戯
曲
の
推
進
力
を
一
緒
に

形
づ
く
る
。
そ
れ
は
二
人
の
主
人
公
、
二
人
の
恋
人
を
持
つ
の
だ
。

「
エ
ミ
ー
リ
ア
・
ガ
ロ
ッ
テ
ィ
j

で
は
王
侯
の
魂
の
中
に
動
機
が

浸
透
す
る
。
彼
は
ヒ
ロ
イ
ン
が
近
い
う
ち
結
婚
す
る
知
ら
せ
を
受
け

る
。
「
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ゴ
』
で
は
、
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
が
自
分
の
妹
の
も

と
へ
到
着
す
る
と
こ
ろ
だ
。
「
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
j

で
は
、

モ
ル
テ
ィ
マ
ー
が
王
妃
に
な
る
告
白
で
あ
る
。

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
が
規
則
正
し
い
舞
台
用
の
戯
曲
と
し
て
、
よ
く

な
れ
た
と
い
う
意
見
を
抱
く
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
ド
イ
ツ
の
偉
大
な
詩
か
ら
創
造
の
法
則
が
ど
の
よ
う
な
も
の

か
理
解
す
る
の
は
、
き
わ
め
て
教
訓
的
な
事
な
の
だ
。
大
変
自
由
な
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創
造
活
動
で
さ
え
、
劇
的
形
式
へ
の
服
従
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
。
こ

の
詩
も
、
メ
フ
ィ
ス
ト
ヘ
レ
ス
が
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
部
屋
へ
入
る
場
面

で
剌
激
的
動
機
を
持
つ
。
開
示
場
面
が
先
行
し
、
劇
的
に
活
発
化
さ

れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
は
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン
の
関
係
を
含
ん

で
い
る
。
そ
れ
は
上
昇
と
下
降
を
半
分
ず
つ
持
っ
て
い
る
。
メ
フ
ィ

ス
ト
ヘ
レ
ス
の
登
場
か
ら
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
ヘ
上
昇
し
、
グ
レ
ッ

チ
ェ
ン
が
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
身
を
任
せ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
場
面
へ
と

向
か
い
、
そ
こ
か
ら
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ヘ
と
下
降
す
る
。

こ
の
通
常
で
は
な
い
構
造
の
形
式
は
、
最
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
除

く
、
こ
の
場
面
で
は
、
導
入
の
場
面
と
刺
激
的
動
機
が
削
の
半
分
を

占
め
る
点
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
充
分
な
力
を
発
揮
し
な
い
点
に
あ

る
。
し
か
し
、
一
連
の
真
珠
の
よ
う
に
輝
く
場
面
を
持
つ
こ
の
作
品

は
、
小
さ
く
完
結
し
て
、
秩
序
だ
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
、
単
一
で
、
定

ま
っ
た
特
徴
さ
え
あ
る
。
た
だ
第
一
幕
の
終
わ
り
で
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン

と
出
会
う
こ
と
に
つ
い
て
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

シ
ェ
イ
ク
ス
ビ
ア
は
、
特
に
注
意
し
て
進
展
の
発
端
を
取
り
扱

う
。
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
た
と
え

刺
激
的
動
機
が
彼
に
と
っ
て
小
さ
す
ぎ
た
り
弱
す
ぎ
た
り
し
て
も
、

い
か
に
し
て
強
め
る
か
が
判
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ロ
ミ
オ
は
、

キ
ャ
ピ
レ
ッ
ト
家
に
立
ち
入
る
決
心
の
あ
と
、
憂
鬱
な
予
感
を
屋
敷

の
前
で
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
つ
の
場
面
で
、
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
は
‘
―
つ
の
動
機
を
反
復
す
る
と
い
う
彼
の
好
み
に
し
た
が
い

毎
回
効
果
を
さ
ら
に
高
め
て
い
る
。
「
オ
セ
ロ
ー
』
の
場
面
で
の
「
財

布
に
金
を
入
れ
て
お
く
の
だ
」
と
い
う
台
詞
は
導
入
的
和
音
の
変
形

で
あ
り
、
マ
ク
ベ
ス
に
血
な
ま
ぐ
さ
い
考
え
を
か
き
た
て
る
三
人
の

魔
女
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
殺
人
を
告
げ
る
幽
霊
も
そ
う
で
あ
る
。
場
面

の
始
ま
り
は
音
色
と
色
彩
を
暗
示
し
、
主
人
公
の
魂
を
あ
お
り
た
て

る
力
と
な
る
。

前
述
し
た
例
か
ら
、
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
の
力
が
様
々
な
形
式
の
も

と
で
舞
台
に
表
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
完
結
し

た
―
つ
の
場
面
を
満
た
し
、
少
し
の
言
葉
で
構
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
常
に
外
部
か
ら
主
人
公
も
し
く
は
敵
役
の
魂
に
侵
入
す

る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、
一
連
の
描
写
に
よ
っ
て
主
人
公
自
身
の

魂
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
思
想
、
願
望
、
決
心
で
あ
っ
て
よ
い
。
し
か

し
そ
れ
は
常
に
導
入
か
ら
上
昇
行
動
へ
の
変
遷
を
形
づ
く
る
の
で
あ

る
。
『
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
』
に
お
け
る
モ
ル
テ
イ
マ
ー
の

宣
言
、
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
◆
テ
ル
』
に
お
け
る
ボ
ー
ガ
ト
ン
の
救
済
の

よ
う
に
、
急
に
登
場
す
る
か
、
ブ
ル
ー
タ
ス
が
殺
人
す
る
と
固
く
決

意
す
る
よ
う
に
、
演
説
や
登
場
人
物
の
心
の
経
過
を
通
し
て
発
展
す

る
。
恐
ろ
し
い
言
葉
を
述
べ
る
対
話
は
ど
こ
に
も
な
い
。
し
か
し
、

場
面
の
意
義
は
シ
ー
ザ
ー
が
表
現
す
る
疑
念
が
進
ん
で
強
調
さ
れ
る

た
め
、
重
要
視
さ
れ
る
。

創
作
者
は
こ
の
動
機
が
ほ
と
ん
ど
推
敲
の
余
地
の
な
い
こ
と
に

気
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
機
の
場
所
は
作
品
の
始
め
に
あ
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り
、
こ
の
場
所
で
観
客
に
力
強
い
圧
力
を
加
え
る
こ
と
は
大
切
で
も

賢
明
で
も
な
い
。
こ
の
場
所
は
方
向
づ
け
や
心
構
え
を
行
い
、
単
一

の
静
止
点
を
提
供
し
な
い
と
い
う
動
機
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
取

る
に
足
り
な
い
も
の
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
が
、
あ
ま
り
に
強
す
ぎ

て
次
の
場
面
に
対
す
る
観
客
の
感
情
を
必
要
以
上
に
奪
っ
て
は
な
ら

な
い
。
ま
た
、
原
因
と
な
る
緊
張
を
減
少
さ
せ
て
、
早
く
に
主
人
公

の
運
命
を
修
正
し
た
り
決
定
し
た
り
し
て
は
い
け
な
い
。

ハ
ム
レ
ッ
ト
の
疑
念
は
幽
霊
の
お
告
げ
で
、
必
ず
無
条
件
に
高
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
作
品
の
方
向
づ
け
は
完
全

に
異
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ル
ー
タ
ス
の
出
来
事
へ
の

熟
慮
と
誓
い
を
立
て
る
こ
と
が
進
行
す
る
た
め
に
、
キ
ャ
シ
ア
ス
と

ブ
ル
ー
タ
ス
の
決
心
は
明
瞭
な
言
葉
で
外
部
に
出
て
は
な
ら
な
い
。

詩
人
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
動
機
に
付
随
し
た
重
要
性
を
時
々
和
ら
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
目
に
つ
き
や
す
い
の
だ
。
し
か
し
で

き
る
限
り
早
く
効
果
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ
の

よ
う
な
動
機
が
進
ん
で
初
め
て
熱
心
な
劇
作
が
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ

る。
我
々
に
と
っ
て
便
利
な
舞
台
構
成
は
、
刺
激
的
動
機
を
導
入
後
の

穏
や
か
な
場
面
に
位
置
づ
け
る
事
、
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
最
初
の
上

昇
運
動
へ
、
よ
り
詳
細
な
描
写
を
用
い
て
し
つ
か
り
と
結
合
さ
せ
る

事
で
あ
る
。
『
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
』
は
こ
の
規
則
正
し
い

構
造
の
例
で
あ
る
。
（
本
文
中
の
旧
字
体
は
か
な
を
除
き
適
宜
改
め
た
。
）
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戯
曲
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技
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島
村
民
蔵
訳
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岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
、
四
頁
。

(
8
)
新
関
良
三
「
序
文
」
「
フ
ラ
イ
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ク
戯
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論
j

菅
原
太
郎
訳
、
春
陽
堂

書
店
、
一
九
三
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年
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頁
。

(
9
)
チ
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ル
ズ
・
ホ
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ン
「
小
説
の
技
巧
j

尾
崎
忠
男
訳
、
内
外
書
房
、

大
正
十
三
年
(
-
九
一
＿
四
年
）
、
六
＼
七
頁
。

(10)
具
体
的
な
例
と
し
て
あ
げ
る
と
、
秋
浜
悟
史
は
「
戯
曲
演
習
」
（
大
阪
大

学
通
信
教
育
部
、
二
0
0
三
年
）
の
中
で
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
「
桜
の
薗
』
に
五

部
―
―
＿
点
説
を
あ
て
は
め
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
全
四
幕
を
そ
れ
ぞ
れ
、

導
入
・
展
開
（
上
昇
）
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
反
転
（
下
降
）
に
あ
て
る
。

注

180 



カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
に
あ
た
る
五
幕
目
に
関
し
て
は
「
な
か
っ
た
、
い
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
説
明
の
用
は
な
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
省
く
」
と
述

べ
て
お
り
、
五
部
三
点
説
と
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
以
降
の
劇
の
関
連
を
考
察

す
る
上
で
興
味
深
い
。
ま
た
、
ル
イ
ス
・
ジ
ア
ネ
ッ
テ
ィ
は
「
映
画
技

法
の
リ
テ
ラ
シ
ー
」
（
堤
和
子
他
訳
、
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
二
0
0
四
年
）
の

中
で
、
バ
ス
タ
ー
・
キ
ー
ト
ン
『
キ
ー
ト
ン
の
大
列
車
追
跡
j

(
一
九
二
七
年
）

を
フ
ラ
イ
タ
ー
ク
の
逆
＞
字
構
造
（
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
）
が
当
て
は
ま
る
古

典
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
教
科
書
的
手
本
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

(11)
抄
訳
は
、
第
二
章
第
二
節
「
五
部
三
点
説
」
「
導
入
」
「
剌
激
的
動
機
」

を
取
り
上
げ
た
。
翻
訳
の
底
本
に
は
イ
リ
ア
ス
・

J
・
マ
ッ
キ
ー
ウ
ォ

ン
に
よ
る
英
訳
版
を
用
い
た
。
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